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□主催・お問い合わせ

景観まちづくり座談会景観まちづくり座談会 だよりだより

大島地域
第 3 号

第 3回大島地域景観まちづくり座談会を開催しました！

テーマ ： 「交通 ・移動と大島の風景」

●開催概要
　日　時：平成 28 年１月 13 日（水）　13：00 ～ 15：00

　会　場：大島地区コミュニティセンター

　参加者：14 名（島内８名、島外６名）

第３回座談会では、これまでの座談会での議論をさらに深めるため、「交通・移動と集落の風

景」をテーマに、「島内の移動手段と見せたい風景」、「来訪者の受入と風景の保全」という２つの
項目について、島内の具体的な場所を挙げながら、話し合いを行っていきました。
話し合いの前には、大島のレンタサイクルや島内観光無料バスの利用状況、今年世界遺産に登録され

る予定の長崎県五島市が試験的に導入している小型電気自動車、同じく熊本県天草市の景観に配慮し
た来訪者用トイレなどの先進事例地での取り組みの紹介を行い、より
具体的なイメージを持ちながら話し合いを進めていきました。

●先進事例地の紹介（抜粋）

平成２７年、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群が、平成29年夏の世界遺産登録に向けた

国内推薦候補に選ばれました。構成資産である宗像大社中津宮、沖津宮遙拝所がある大島は、地域

の歴史・文化を伝えていく上で非常に大事な役割を担うとともに、世界遺産登録による影響が大き

い地域であると考えられます。

宗像市では、世界遺産登録を『地域づくりの契機』と捉え、来訪者の増加などによる影響から皆

さんの暮らしを守っていくため、住民のみなさんの意見を伺うための座談会を開催しています。

この「大島地域　景観まちづくり座談会だより」では、座談会の様子やこれからの予定を凝縮し

て地域の皆さんにお知らせします。

◀人口 350 人の島、「長崎の教会
群」の構成資産が所在する五島市
久賀島で試験導入されている２人
乗りの超小型モビリティ。
　島のスケール感に合っており、
乗用車に比べてスピードも出ない
ため、離島などにおける新しい移
動手段として注目されている。

◀▼「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」
の構成資産となっている天草市﨑津集落に
ある来訪者用トイレの改修事例。周辺と調
和したデザインを取り入れ、日陰やベンチ
により快適な空間を創出している。

座談会の様子座談会の様子

改修前改修前

改修後改修後



●参加者のご意見（抜粋）

■日時：平成28年２月10日（水） 13：00～15：00
■会場：大島地区コミュニティセンター
■内容：
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ご参加お待ち

しています !!

※事前申し込みは不要です。参加希望の方は、当日直接大島地区コミュニティセンター
までお越しください。

●宗像市景観アドバイザー仲間先生による総括

第５回（成果発表会）：平成２８年３月９日（水）13：00 ～ 15：00

【島内の移動手段と見せたい風景について】　

・大島は、車で周る大きさの島ではないし、車で短時間で周ってしまってはもっ

たいない。歩くことを大前提とした観光を推進したい。

・御嶽山山頂への道など坂道が多いため、電動自転車でなければ難しい。

・朝日や夕日が美しい島なのに、その時間帯にフェリーがない。夕日を満喫

した後の時間帯の船があるとよい。

・狭い道路では、バスに木の枝が当たることがあり、伐採が必要。伐採した

枝で木炭や竹炭づくりを行うなど工夫するといいのではないか。

・砲台跡は島で一番いい場所だが、道の整備状況が良くないため、案内でき

ない。また、日陰や休憩できる場所がないので東屋等があるとよい。

【来訪者の受入と風景の保全について】

・大事なのは観光地をつくることではなく、島の暮らしをまもり、暮らしの

環境を向上させていくこと。

・24 時間誰でも受け入れるのではなく、島に敬意を持ってきてくれる人を歓

迎したい。

・沖ノ島まで行くことができない女性にとっては、沖津宮遙拝所が最終地点。

女性が来やすい島づくりをしていきたい。

・マラソンを開催したとき、宿泊や駐車場などで苦労した。空き家を活用し

て民泊などができるようになるといい。

・花を植えて風景づくりをすることも大事だが、ダルマギクやツワブキ、ス

イセンなど、野生にもともとある花も大事にしていきたい。

これまでの座談会で出た議論を踏まえ、
引き続き話し合いを行っていきます。

　今日のテーマである「交通・移動」は、観光を含めて難しい問題です。皆さんの「こうしたい」

というアイディアに対して、利用者が何人、利益がいくらという厳しい数字があり、そのせめぎ合い。

　しかし、そうした「数」の問題ではなく、来訪者の時間の過ごし方や動きなど、「質」をどのよ

うに変えていくかが重要です。そのためには、やはり大島のファン、何度も通ってくれる人を相手

にすること。私達が注意して接しなければいけない相手は、大島にやってくる 10 万人のすべてで

はなく、その 1 ～ 2 割。その人たちが大島で素晴らしい思い出を作って、もう一度来てくれると

いうことが重要です。今日の意見を踏まえて、次の島づくりにつなげていきましょう。

話し合いと発表の様子


